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PSO(Promote StopOver system)

北海道胆振地⽅は北海道新幹線の札幌延伸路線に含まれていない。ゆえに、電⾞を利⽤する観光客が⼤きく
減少することが予想される。新幹線開通の余波にも耐えうるぐらい胆振地⽅路線を、新幹線開通前に活性化
させておく必要がある。そこで、私たちは胆振地⽅路線を活性化させる⾞内アプリを2つ提案する。
本演習は企業などのプロジェクト課題（Project-based）を解決する演習である。今回はJR北海道から課題
の提供を受け、⾞内で利⽤するシステムという課題を設定した。なお、本演習ではシステムデザインを中⼼
とした開発を⾏った。

活動内容

何が得られた？（学び） 先生・後輩への一言

enPiTでは他の授業で出来ない貴重な体験ができます。1つは企業や
⾃治体との連携です。実際に使われる物をということを強く意識する
ので、よりリアルな開発体験ができます。もう1つは他⼤学との交流
です。これは普通の授業ではない、かなり固有の体験です。コミュニ
ティが広がるのはもちろん、他⼤学の学⽣の活動を⾒て、⾃⼰認識を
することができます。

BizSysD分野ワークショップ2018

⽬的：胆振の⾷をPRしたい！

アイディア・機能・デザイン

胆振

胆振地⽅には観光資源として豊かな
⾃然の恩恵を受けた、野菜や⿂介類
を始めとした豊富な⾷材がある。
飲⾷店数が多いが⾷べログに掲載さ
れていない、あるいは詳細が書かれ
ていないお店が⼤半である。

Iburi Auction Train

観光客 お店が提供する情報を⼊⼿。商品の
紹介⽂、写真、現在の最⾼⾦額を確認可能。
ユーザはその情報を元に⼊札。最も⾼い価格を
⼊札したユーザに販売

⽬的 : 途中下⾞する観光客を増やしたい
内在する

問題

問題の
整理

解決する
アイデア

デザイン

名所・グルメマップ オートスケジューラ

バスの
ダイヤ？

徒歩で
⾏ける？

再乗⾞
間に合う? どのくらい

歩く？

どんな名所
がある？ どんなお店

がある？

どの駅が
おすすめ？

何か所
回れる？

何が
名物？

おすすめ
コースは？

？
？？

？
？ ？

どんな名所・グルメがある？?

? 再乗⾞までのスケジュール？

有名グルメ，観光地が
マップされていて

ユーザは⼀⽬で把握する
ことができる

ユーザが興味のある
地点をピックアップ

するとルートを導出する

マップ画⾯での選択と
連携ユーザーの

チョイスをもとに
スケジュールを組む

観光時間や移動時間も
⾃動で調整を⾏う

あえて情報を
制限することは観光客の

真のニーズに応える

再乗⾞に遅れないことを
強く意識した

スケジューリング

演習の時間外には胆振地域の現状を詳細に分析し、企業の抱える課
題の解決策と真の顧客ニーズを⾒出した。演習内ではCOC北海道の
学⽣と共に内部制約と外部制約を調査し、システムの実現性を⾼め
てきた。更に、システムデザインの講義を通じて、上⽅展開と下⽅
展開に よるターゲットの再分析⾏った。これらの学びは、本学の
通常のカリキュラムにはない特⾊あるものであった。

出品者 オークションに出品する
料理を登録。写真、紹介⽂、出品
⽇時など観光客へ教えたい情報を
詰め込んだ記⼊フォームを⽤意

地域の飲⾷店と観光客を繋げる
⾞内エンターテイメントを提案

観光客が気軽に途中下⾞

スマホ操作に不慣れな⽅を意識したUIデザイン。
登録後は落札通知を待つスタイル。反応が薄い場
合にはダッチオークションシステムへの切替

観光客

• 参加型の観光体験
• モノ消費→コト消費
• 北海道の⻑い移動時間
の有効活⽤

連携店

• IT技術活⽤した事に
よる集客効果への期待
• 新規客層の獲得

JR

• JR側の提案を満たした
低い実装コスト
• 他地域での活⽤が期待
できるビジネスモデル

胆振地域全体の活性化

❏マップ上に有名グルメ
観光地をポイント

❏ユーザーは興味のある
箇所を選択

❏ポイント箇所の情報を
表⽰

❏ユーザーの選択からル
ートを計算

新幹線が胆振を通らない！
観光客減少が予想される

❏マップ画⾯での選択
と連携して、途中下
⾞から再乗⾞までの
スケジュールを⾃動
で組む

❏観光時間や移動時間
も事⾃動で調整する


